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上空から望む町内の肱川水系

「肱川」母なる川
悠
久
に
流
れ
る
肱
川
は
、
東
宇

和
郡
宇
和
町
を
起
点
と
し
て
河
口

の
長
浜
町
ま
で
一

O
二
・
七
八
回

の
旅
を
続
け
て
、
波
穏
や
か
な
瀬

戸
内
海
へ
と
注
ぎ
込
ん
で
い
く
。

昔
か
ら
、
母
な
る
川
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
肱
川
は
、
流
域
住

民
の
生
活
用
水
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
に
思
恵
を
与
え
る
一

方
、
過
去
に
お
い
て
は
、
洪
水
氾

濫
や
溢
れ
た
水
に
よ
り
山
崩
れ
を

起
こ
す
な
ど
、
数
多
く
の
禍
い
を

歴
史
に
刻
み
こ
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
多
自
然
型
河
川
改
修

が
進
む
今
日
に
お
い
て
は
、
私
た

ち
ゃ
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
を
醸

し
出
す
だ
け
で
な
く
、
風
光
明
嫡

な
長
浜
町
特
有
の
四
季
折
々
の
景

観
を
演
出
し
な
が
ら
、
歴
史
と
と

も
に
町
を
見
守
り
続
け
て
も
い
る
。

ま
た
、
満
々
と
た
た
え
て
よ
ど

み
な
く
流
れ
て
き
た
こ
の
川
も
、

利
水
・
治
水
の
整
備
に
よ
り
、
そ

の
様
相
を
次
第
に
変
え
、
川
と
と

も
に
自
然
環
境
や
私
た
ち
の
生
活

形
態
も
変
化
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、

こ
の
川
は
、
何
を
求
め
、
何
を
訴

え
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
及
び
分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ピ

新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
報
道
、
ま
た
、
町
内
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
憶
測
が
流
れ
る
中
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

心
配
さ
れ
、
不
安
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

」
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
経
過
や
状
況
等
、

ま
た
、
三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
会
期
で
聞
か
れ
た
平
成

七
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
の
中
で
表
明
し
た
上
田
町

長
の
施
政
方
針
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

わ
れ
て
い
る
こ
の
ダ
ム
問
題
が
、
愛
媛

県
議
会
で
明
ら
か
と
な
り
、
長
浜
町
に

直
接
係
わ
る
懸
案
事
項
と
し
て
認
識
さ

れ
、
そ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
、

今
を
去
る
十
一
年
前
、
昭
和
五
十
九
年

の
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
に
お
い

て
、
「
河
辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
肱
川
流
域
の
一

市
五
町
村
で
「
河
辺
川
ダ
ム
対
策
市
町

村
連
絡
協
議
会
」
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
流
域
と
し
て
、
治
水
、
利

水
の
現
況
及
び
問
題
点
等
の
取
り
ま
と

最
近
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
心

配
と
ご
心
労
を
煩
わ
し
て
い
る
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
及
び
分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
問
、
三
代
に
わ
た
る
町
長

が
こ
の
事
に
対
応
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
経
過
等
を
踏
ま
え
、
私
の
考
え
方

を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
特
に
新
し
い
議

員
の
方
に
は
そ
の
事
実
を
お
知
ら
せ
し
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

十
一
年
前
か
ら
の

取
組
と
そ
の
概
要

さ
て
、
今
で
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
と
言

施政方針でダム問題を表明する上田町長

め
、
或
は
、
上
流
域
、
下
流
域
毎
に
問

題
点
を
整
理
す
る
中
で
、
昭
和
六
十
一

年
に
は
、
松
山
市
外
二
市
五
町
で
組
織

す
る
「
河
辺
川
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
」

か
ら
、
ダ
ム
建
設
及
び
分
水
に
つ
い
て

の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
秋
か
ら
六
十

三
年
に
か
け
て
は
流
域
の
自
治
体
で
勉

強
会
が
開
催
さ
れ
、
当
町
で
も
昭
和
六

十
二
年
一
月
十
九
日
に
町
、
議
会
、
各

種
団
体
の
関
係
者
が
建
設
省
及
び
愛
媛

県
か
ら
ダ
ム
建
設
等
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。

続
い
て
、
二
月
に
は
議
会
と
町
部
局

で
河
辺
川
ダ
ム
建
設
予
定
地
等
の
現
地

視
察
を
行
っ
て
い
る
。

若
干
前
後
す
る
が
、
昭
和
六
十
一
年

の
第
四
固
定
例
会
に
お
い
て
、
環
境
の

問
題
、
正
常
流
量
の
確
保
、
分
水
地
点

の
問
題
等
か
ら
現
時
点
に
お
い
て
は
、

分
水
を
目
的
と
し
た
多
目
的
ダ
ム
建
設

の
必
要
性
も
な
く
、
分
水
に
も
反
対
で

あ
る
と
の
河
辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別

委
員
会
報
告
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
年
に
は
第
二
回
目
の

勉
強
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
類
似

事
例
地
の
調
査
と
い
う
事
で
、
広
島
県

の
土
師
ダ
ム
、
高
知
県
伊
野
町
へ
の
現

地
研
修
会
を
議
会
・
町
部
局
の
双
方
で

行
い
、
更
に
ダ
ム
建
設
、
分
水
に
つ
い

て
民
間
組
織
と
し
て
対
応
す
る
た
め
平

成
二
年
六
月
に
は
「
河
辺
川
ダ
ム
対
策

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
一
方
、
議
会

で
は
、
そ
の
都
度
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
再
び
、
山
口
県
島
地
川
ダ
ム
及
び

広
島
県
見
弥
栄
ダ
ム
へ
の
現
地
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
流
域
と
し
て
は

振
興
計
画
の
策
定
を
行
い
、
平
成
四
年

二
月
に
は
肱
川
流
域
振
興
計
画
を
建
設

省
へ
、
二
一
月
に
は
県
へ
陳
情
書
を
提
出

す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
後
、
三
月
三
十
日
に
は
、
肱
川

町
長
が
「
河
辺
川
ダ
ム
建
設
」
に
つ
い

て
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
五
月
に
は

肱
川
町
、
建
設
省
、
愛
媛
県
、
中
予
地

区
河
辺
川
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
の
四

者
で
ダ
ム
建
設
の
覚
え
書
き
の
調
印
が

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
を
受
け
て
、
七
月
に

は
「
河
辺
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
」
が
開

設
さ
れ
、
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
、
流
域
と
し
て
の

環
境
ア
セ
ス
の
問
題
、
生
活
を
は
じ
め

農
業
用
水
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
議
会
の
特
別
委
員
会
で
協
議
検
討

し
て
頂
く
と
と
も
に
、
経
過
等
に
つ
い

て
も
報
告
し
て
い
る
。
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建
設
省
か
ら

説
明
会
の
要
請

平
成
五
年
四
月
に
は
、
「
河
辺
川
ダ

ム
」
か
ら
「
山
鳥
坂
ダ
ム
」
へ
と
名
称

が
改
称
さ
れ
、
建
設
省
か
ら
、
長
浜
町

民
の
皆
さ
ん
に
対
し
「
ダ
ム
計
画
の
説

明
」
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
申
し

入
れ
が
あ
り
、
私
と
し
て
は
、
平
成
五

年
十
一
月
九
日
の
議
員
全
員
協
議
会
で

町
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
を

し
た
と
こ
ろ
、
議
会
と
し
て
五
つ
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
点
目
は
、
議
会
と
し
て
も
、
地
域

住
民
と
ダ
ム
建
設
・
分
水
に
対
す
る
意

見
交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
時
点
で
は
そ
の
事
が
未
だ
済
ん
で
い

一一一一施政方針

な
し二
点
目
は
、
議
会
と
し
て
は
、
ダ
ム

建
設
・
分
水
に
対
す
る
研
修
、
研
究
が

十
分
で
な
く
、
更
に
新
た
な
議
員
構
成

と
な
っ
た
た
め
研
修
の
必
要
が
あ
る
。

三
点
目
は
、
住
民
説
明
会
の
開
催
に

は
、
理
解
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
説
明
し

た
と
い
う
事
実
が
、
了
解
し
た
と
い
う

様
相
に
な
っ
て
表
れ
、
住
民
の
意
思
に

反
す
る
方
向
性
を
招
く
危
険
性
を
包
含

し
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
対
応
措
置
が

明
確
と
な
っ
て
い
な
い
。

四
点
目
は
、
住
民
説
明
会
以
前
に

「
河
辺
川
ダ
ム
対
策
協
議
会
」
を
開
催

し
(
こ
の
協
議
会
と
言
、
つ
の
は
、
先
般

設
立
し
た
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
で
あ

る
。
)
、
こ
の
事
に
つ
い
て
の
対
応
方
針

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

五
点
目
は
、
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題

は
、
長
浜
町
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
将
来
に

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
判
断
す

る
た
め
に
も
、
今
は
そ
の
時
期

で
は
な
い
。

と
い
う
事
で
、
町
執
行
部
と

し
て
も
、
こ
の
事
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
事
に
し
た
訳
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
議
員
の
方
も
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
思
い
起
こ
し
て
頂
き
た

し

再三にわたりダム問題が論議される町議会

流
域
と
協
調
し
な
が
ら

長
浜
町
独
自
の
対
応
を

平
成
六
年
二
月
に
は
、
議
会
で
高
知

県
伊
野
町
へ
再
度
、
そ
し
て
、
隣
町
の

春
野
町
へ
現
地
研
修
に
、
ま
た
、
平
成

六
年
三
月
の
第
一
回
定
例
議
会
最
終
日

の
連
合
審
査
会
に
お
い
て
は
、
桜
田
議

員
よ
り
、
今
後
、
町
独
自
の
対
応
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
議
会
と
し
て
は
、
田
中
議
長
、

桜
田
特
別
委
員
長
、
そ
し
て
私
に
一
任

を
す
る
と
い
う
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
か
ら
議
長
、
特
別
委

員
長
と
相
談
し
、
「
長
浜
町
と
し
て
は
、

肱
川
の
最
下
流
に
位
置
し
、
他
の
流
域

市
町
村
と
は
環
境
が
異
な
っ
て
お
り
、

ダ
ム
建
設
・
分
水
後
に
お
け
る
生
活
用

水
を
は
じ
め
、
農
業
や
工
業
用
水
の
確

保
の
問
題
、
漁
業
へ
の
影
響
、
環
境
問

題
な
ど
に
つ
い
て
極
め
て
憂
慮
し
て
い

る
と
し
て
、
流
域
の
問
題
は
流
域
と
協

調
し
、
長
浜
町
固
有
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
独
自
の
立
場
で
対
応
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
調
査
・
研
究
・
検

討
を
行
い
、
肱
川
改
修
、
ダ
ム
建
設
及

び
分
水
問
題
に
総
合
的
に
対
応
し
た
い
。
」

と
し
て
、
田
中
議
長
、
桜
田
委
員
長
、

そ
し
て
、
私
の
三
名
で
大
洲
市
長
、
即

ち
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
分
水
対

策
協
議
会
長
に
平
成
六
年
五
月
二

十
一
六
日
付
け
で
申
し
入
れ
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
事
は
、
常
日
頃
か

ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
西

国
代
議
士
も
ご
承
知
の
事
で
あ
る
。

前
後
す
る
が
、
平
成
六
年
三
月

十
六
日
に
は
、
県
議
会
で
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
が

議
決
さ
れ
、
建
設
省
で
は
八
月
に

基
本
計
画
を
公
示
し
て
い
る
。

対
策
協
議
会

設
立
の
経
過

こ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
、
昨
年
六

月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、
桜
田
議
員

か
ら
「
ダ
ム
建
設
中
予
分
水
の
経
過
及

び
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
方
」
の
質
問
が
あ
り
、
私
は
答

弁
の
中
で
、
「
総
論
の
部
分
で
は
流
域

一
体
と
い
う
形
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
個
々
の
懸
念
事
項
に
つ
い
て

は
、
町
独
自
の
立
場
で
対
応
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
仮
称

長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
の
設
置

を
行
い
、
議
会
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
総

意
を
受
け
な
が
ら
、
様
々
な
視
点
か
ら

調
査
・
研
究
・
検
討
を
し
て
行
き
た
い
。
」

と
答
弁
を
行
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
九

修耳川ムタ地島県口山たれわ一丁で者事BZ
 

〈云盆我

月
の
定
例
会
で
は
西
宮
議
員
か
ら
、

「
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
、
つ
中
予
分
水

に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
、
私
は
「
八
月
一
日
に

建
設
省
が
公
示
し
た
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

基
本
計
画
の
中
で
、
八
多
喜
地
区
を
取

水
地
点
に
中
予
広
域
水
道
企
業
団
へ
水

道
用
水
を
、
ま
た
、
県
へ
工
業
用
水
を

補
給
す
る
と
発
表
が
あ
っ
た
た
め
、
町

民
の
一
部
の
方
が
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に

長
浜
町
が
同
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一

日
も
早
く
、
不
安
や
誤
解
を
払
拭
す
る

事
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策

協
議
会
の
設
置
を
検
討
頂
き
、
現
在
、
そ

の
設
立
に
向
け
て
準
備
段
階
で
あ
る
。
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こ
の
事
は
、
町
を
左
右
す
る
重
要
な
問

題
で
あ
る
の
で
、

ρ

長
浜
町
肱
川
問
題

対
策
協
議
会
u

を
設
置
し
て
、
様
々
な

問
題
の
調
査
・
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

肱
川
改
修
、
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題
に

つ
い
て
総
合
的
に
対
処
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
同
様
の
答
弁

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
議
員
の
皆
さ

ん
も
ご
承
知
と
思
う
。

合
わ
せ
て
、
「
ダ
ム
建
設
・
分
水
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
が

払
拭
さ
れ
な
い
限
り
、
反
対
で
あ
る
。
」

と
も
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

特
別
委
員
全
員
が

対
策
協
議
会

設
立
に
賛
成

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
昨
年
八
月
四

日
に
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別

委
員
会
を
開
催
し
て
頂
き
、
付
議
案
件

は
、
「
経
過
報
告
に
つ
い
て
」
「
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
及
び
中
予
分
水
に
係
る
長
浜

町
の
懸
念
事
項
に
つ
い
て
」
「
長
浜
町

肱
川
問
題
対
策
協
議
会
の
設
立
に
つ
い

て
」
協
議
検
討
し
て
頂
い
て
い
る
。

ま
た
、
十
月
十
四
日
に
も
同
様
の
案

件
で
協
議
頂
き
、
設
立
総
会
に
つ
い
て

も
検
討
を
し
て
頂
き
、
委
員
全
員
に
長

浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
設
立
の
賛

成
を
頂
い
て
い
る
。

ま
た
、
「
設
立
の
時
期
に
つ
い
て
も
、

準
備
会
を
開
催
し
、
進
め
て
行
き
た
い

の
で
、
桜
田
委
員
長
と
私
に
一
任
し
て

欲
し
い
。
」
と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、
特

別
委
員
会
の
全
員
の
皆
さ
ん
に
賛
成
を

し
て
頂
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、

長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
の
設
立

が
方
向
付
け
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
若
干
、
こ
の
協
議
会
の
設
立
が
遅
れ

た
事
は
事
実
で
あ
る
が
、
十
二
月
に
は
、

設
立
準
備
会
の
た
め
田
中
議
長
、
桜
田

委
員
長
外
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
を
頂
く

べ
く
、
案
内
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

欠
席
の
方
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

設
立
総
会
に

半
数
が
欠
席

そ
の
中
で
方
向
付
け
さ
れ
た
事
を
受

け
、
一
月
三
十
一
日
に
長
浜
町
肱
川
問

題
対
策
協
議
会
の
設
立
総
会
を
開
催
す

べ
く
、
発
起
人
と
し
て
ご
理
解
を
頂
い

た
田
中
議
長
、
桜
田
委
員
長
、
森
区
長

会
長
、
ニ
呂
、
和
田
、
二
宮
の
各
組
合

長
と
、
私
の
計
七
名
の
名
前
を
も
っ
て
、

設
立
総
会
の
案
内
を
さ
せ
て
頂
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
設
立
総
会
に
出
席
を

頂
い
た
方
は
、
約
半
数
の
方
で
あ
っ
た

訳
で
あ
る
が
、
私
の
経
験
か
ら
申
し
上

橋石
4

③
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げ
る
と
、
私
も
行
政
の
末
席
を
汚
し
て

以
来
約
四
十
年
に
な
る
が
、
半
数
の
出

席
者
で
も
っ
て
設
立
総
会
を
開
催
し
た

の
は
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
四
日
後
の

二
月
四
日
に
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う

に
「
み
ん
な
で
肱
川
を
守
る
会
」
の
設

立
が
行
わ
れ
た
の
が
実
態
で
あ
る
。

ま
た
、
前
後
す
る
が
、
昨
年
、
秋
頃

か
ら
各
地
区
で
「
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
中

予
地
区
分
水
に
対
す
る
署
名
に
つ
い
て
」

と
い
う
事
で
、
集
会
や
反
対
署
名
が
募

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
反
対
署
名
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

事
は
、
私
と
し
て
は
先
般
の
議
会
で
も

申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
関
知
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
浜
町
肱
川
問

題
対
策
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

そ
の
設
立
に
あ
た
り
様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

議

四

人

が

員
特
別
委
員
を
辞
任

ま
た
、
二
月
早
々
に
は
、
町
議
会
の

「
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
」

か
ら
四
人
の
方
が
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
委
員
を
辞
任
さ
れ
て
い
る
。

皆

さ

ん

の
心
の
叫
び

過
去
二
回
、
協
議
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
町
民
各
界
各
層
の
皆
さ
ん
か
ら

お
聞
き
す
る
こ
と
は
、
本
当
に
長
浜
町

を
憂
い
、
心
の
底
に
温
か
い
も
の
が
流

れ
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
何
か
、
寒
々

し
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
、
人
に
よ
る
と

長
浜
町
民
か
ら
笑
顔
が
な
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
る
方
も
あ
る
。

今
、
私
の
耳
に
入
る
事
は
、

議
会
の
正
常
化
と
行
政
の
一
本

化
と
い
う
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

心
の
叫
び
で
あ
り
、
議
員
各
位

の
私
に
対
す
る
お
気
持
ち
は
、

変
化
は
な
い
も
の
と
信
じ
て
い

る。
若
い
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に

も
、
何
か
ダ
ム
問
題
を
契
機
と

し
て
、
何
故
こ
の
よ
う
な
事
に

な
っ
た
の
か
、
心
を
砕
か
れ
、

そ
の
一
本
化
に
全
力
を
傾
注
し

ょ
う
と
い
う
よ
う
な
流
れ
も
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

未
来
の
明
る
い

町
づ
く
り
を

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
で
花
木
を

植
え
ら
れ
た
り
、
絵
画
展
や
写
真
展
を

開
催
し
た
り
、
橋
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
心
に
何
か
淋

し
い
も
の
が
あ
る
限
り
、
本
当
の
町
づ

く
り
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
、
阪
神
地
区
で
は
、
五
千
人
に
余

る
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
し
か
も
、

財
産
を
失
い
、
生
き
た
ま
ま
炎
の
中
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
あ
る
と
思
う
が
、

瓦
醸
の
山
と
化
し
た
あ
の
映
像
を
見
、

被
災
の
三
十
万
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
手

を
取
り
合
い
、
無
の
状
態
か
ら
立
ち
上夕、ム建設・分水問題が心配される肱川



-5 

が
ろ
う
と
し
て
い
る
の

私
は
、
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
人
、
肉

親
を
失
い
号
泣
す
る
人
、
建
物
の
中
か

ら
救
い
出
さ
れ
る
あ
の
感
動
、
そ
し
て

猫
や
犬
ま
で
に
愛
の
手
を
差
し
出
す
心

優
し
い
人
の
去
、
被
災
地
の
子
供
の
姿
、

受
験
を
担
え
た
学
生
の
姿
、
痛
々
し
い

老
人
の
皆
さ
ん
の
姿
、
こ
の
よ
う
に
人

間
ら
し
い
本
当
の
姿
を
見
た
時
、
私
は

涙
し
、
何
故
、
こ
の
-
万
余
の
平
和
な
、

し
か
も
、
小
き
い
同
で
防
一
騒
た
る
風
が

吹
く
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

今
、
長
浜
町
は
町
づ
く
り
で
立
ち
止

ま
っ
た
り
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い

の
で
、
私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
そ

し
て
、
議
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
致
し

た
い
。
「
頑
張
れ
神
戸
」
で
は
な
い
が
、

「
骨
ん
な
仲
よ
く
笑
顧
の
町
ε

つ
く
り
」

を
目
標
に
誹
誇
中
傷
の
な
い
町
守
つ
く
り

の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
是
非
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
設
立

会
長
に
和
田
永
吉
氏

協議会設立と勉強会

一
月
一
二
十
一
日
、
午
後
七
時
か
ら
役

場
二
階
会
議
室
で
「
長
浜
町
肱
川
問
題

対
策
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
聞
か
れ

町
内
の
各
種
団
体
長
ら
が
出
席
し
ま
し

た。
総
会
で
は
、
先
ず
、
設
立
発
起
人
を

代
表
し
て
、
上
田
町
長
が
、
「
今
日
ま

で
の
経
過
を
踏
ま
え
、
本
件
に
つ
い
て
、

恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
と
本
会
が
町
民

皆
さ
ん
の
窓
口
と
な
っ
て
、
豆
一
面
白
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、 和国会長

懸
念
事
扇
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行

い
、
よ
く
見
櫨
め
た
中
で
の
決
断
が
必

要
で
あ
る
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
員
の
選
山
が
行
わ
れ
、

会
長
に
は
和
田
、
水
土
口
氏
(
出
海
)
、
副

会
長
に
は
森
議
氏
(
白
滝
)
、
一
宮
泰

忠
氏
(
戒
川
)
、
監
事
に
は
藤
岡
喜
代

夫
氏
(
下
痕
戒
)
、
島
田
梅
次
郎
氏

(
長
浜
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
ダ
ム
建
設
・
分
水
に
係
る
肱

川
の
水
問
題
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し

て
い
く
乙
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
事
項
の
中
で
審
議
さ
れ

た
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
規
約

や
構
成
な
ど
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
、
そ
の
他
、
定
例
的
に
毎
月
二
十

日
、
協
議
会
を
聞
く
と
と
な
ど
が
取
り

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
閉
会
に
あ
た
り
、
和
田
会

長
が
、
「
分
水
の
是
卦
に
つ
い
て
、
た

だ
単
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の

こ
と
に
う
い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、

不
安
事
項
等
に
つ
い
て
国
や
県
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
も
拡
充
し
て

い
き
た
い
。
我
々
の
中
で
議
論
を
尽
く

し
、
長
浜
町
民
と
し
て
、
恥
ず
か
し
く

な
い
対
厄
を
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

協
調
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
c

町民の皆さんとの取組をと開催される協議会

一
一
一
月
一
二
十
日
、
町
体
育
館
で
長
浜
町

肱
川
問
題
対
策
協
議
会
主
催
の
勉
強
公

が
、
建
設
省
の
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務

所
の
担
当
者
を
招
い
て
聞
か
れ
、
町
内

か
ら
約
宵
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

建
詰
省
か
ら
は
、
清
水
山
鳥
坂
ダ
ム

工
事
事
務
所
々
長
を
は
じ
め
、
五
人
の

担
当
官
が
出
席
し
、
山
鳥
故
ダ
ム
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
参
加
者

か
ら
水
利
権
や
河
床
変
動
、
分
水
問
題

等
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
じ

そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
質
疑
凶

答
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q
-
な
ぜ
、
八
多
喜
の
石
橋
か
ら
取

水
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

A
-
河
川
管
理
上
か
ら
考
え
る
と
、

治
水
上
、
洪
水
時
の
阻
害
も
な
く
、
堰

や
河
川
を
横
断
す
る
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
を
造
ら
ず
し
て
取
水
が
可
能

で
あ
る
。

Q
-
流
拙
か
ら
で
な
く
、
ダ
ム
か
ら

直
接
取
水
は
で
き
な
い
の
か
。

A
-
ダ
ム
か
ら
直
接
取
ぶ
す
る
た
め

に
は
、
二
千
万
ト
ン
の
水
を
一
溜
め
れ
ば
、

周
囲
に
支
障
な
く
新
た
な
水
が
取
れ
る

約
百
十
人
が
出
席

が
、
堤
高
百
二
十

m
よ
り
高
い
ダ
ム
を

造
る
こ
と
は
、
現
在
の
場
所
で
は
、
ダ

ム
の
施
工
性
か
ら
も
出
来
な
い
と
一
-
一
一
V
つ

こ
と
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム
に
中
予
用
水
等

で
約
一
千
万
ト
ン
の
水
の
容
量
を
確
保

し
て
い
る
。

Q
-
現
時
点
の
大
洲
地
点
で
の
維
持

流
量
の
設
定
数
値
は
い
く
ら
か
。

A
-
夏
期
毎
秒
六
ト
ン
、
冬
期
毎
秒

五
)
〆
で
あ
る
。

Q

・
水
利
権
の
優
先
順
位
は
?

A
-
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
新

た
に
取
水
す
る
場
合
は
、
既
得
権
者
に

影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

Q

・
中
予
の
受
け
皿
づ
く
り
の
性
急

さ
は
、
流
域
の
住
民
感
情
と
し
て
疑
問

を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
が
、
建
設
省
と

し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
る
い
る

〉
ミ

O

。
¥
刀A
・
ダ
ム
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、

水
道
企
業
同
が
な
け
れ
ば
、
事
業
そ
の

も
の
が
進
ま
な
い
た
め
で
あ
る
。

Q
-
渇
水
期
の
野
村
ダ
ム
の
貯
水
状

況
を
見
た
時
、
貯
水
木
は
か
な
り
高
く

思
わ
れ
る
が
、
水
は
公
平
公
正
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。
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協議会による勉強会一一一一

A
・
野
村
ダ
ム
の
義
務
放
流
量
は
毎

秒
0
・
八
ト
ン
。
こ
の
ダ
ム
は
、
洪
水

調
節
と
南
予
地
区
の
水
道
、
か
ん
が
い

用
水
の
確
保
の
目
的
を
も
っ
て
、
受
益

者
が
そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
し
て
建
設
し
て

い
る
。
水
の
多
い
と
き
に
溜
め
て
、
下

流
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
取
水

し
て
い
る
ダ
ム
で
あ
る
。
義
務
放
流
量

以
外
を
肱
川
へ
出
す
の
は
、
非
常
に
難

し
い
点
が
あ
る
。
目
的
を
も
っ
て
費
用

負
担
し
て
い
る
ダ
ム
な
の
で
、
貯
水
率

の
差
は
理
解
し
て
欲
し
い
。

Q

・
一
ニ
ダ
ム
(
鹿
野
川
、
野
村
、
山

鳥
坂
ダ
ム
)
の
二
冗
管
理
を
、
潮
位
変

化
を
包
含
し
た
も
の
で
、
実
証
で
き
な

し
，
ヵA
-
管
理
す
る
体
制
、
安
全
性
を
考

慮
し
て
ゲ
l
ト
な
し
の
ダ
ム
を
造
る
。

二
一
ダ
ム
で
八
百
十
ト
ン
の
洪
水
調
節
を

し
、
将
来
の
安
全
性
確
保
の
た
め
に
は
、塩水の湖上が確認されている白滝

ま
だ
ダ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

Q
-
松
山
市
の
都
市
計
画
、
宅
地
開

発
と
水
利
用
の
整
合
性
の
指
導
は
つ

A
・
建
設
省
と
し
て
は
、
各
省
庁
へ

協
議
文
書
を
出
し
、
確
認
し
て
か
ら
ダ

ム
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
工
業
用

水
に
つ
い
て
は
、
通
産
省
の
所
管
で
、

水
道
用
水
は
厚
生
省
所
管
で
需
要
等
に

つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

Q
-
河
川
の
赤
潮
の
発
生
経
緯
の
調

査
は
し
て
い
る
か
。

A
-
内
水
面
の
赤
潮
の
調
査
は
し
て

い
る
と
思
う
が
、
大
洲
工
事
事
務
所
の

担
当
で
あ
り
、
連
絡
を
取
っ
て
お
答
え

し
た
い
。

Q
-
ダ
ム
の
耐
震
基
準
は
つ

A
-
山
鳥
坂
ダ
ム
の
場
合
、
一
番
近

い
活
断
層
ま
で
約
二
十
也
、
淡
路
島
の

方
で
同
じ
よ
う
な
形
式
の
ダ
ム
が
あ
っ

た
が
、
被
害
は
な
か
っ
た
。
ダ
ム
の
耐

震
基
準
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
-
山
鳥
坂
ダ
ム
の
推
砂
容
量
と
流

域
の
河
床
変
動
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A
-
ダ
ム
の
堆
砂
容
量
は
、
年
間
一

万
七
千
ト
ン
の
百
年
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
流
域
の
五
%
の
エ
リ
ア
か
ら
出
て
く

る
量
で
あ
り
、
五
%
で
は
、
河
床
変
化

に
は
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

Q
-
百
年
先
に
白
滝
で
の
河
床
の
低

下
は
ど
の
く
ら
い
か
。

一
元
管
理

A
-
山
鳥
坂
ダ
ム
の
場
合
、
溜
っ
た

砂
が
河
床
低
下
に
直
接
影
響
す
る
も
の

で
は
な
い
。
デ
ー
タ
で
次
回
に
説
明
す

る。
Q
-
目
的
か
ら
一
言
っ
た
場
合
の
水
利

権
の
名
称
は
?

A

・
安
定
的
に
い
つ
で
も
取
れ
る
と

一
言
う
の
が
基
本
的
安
定
水
利
権
。
水
の

多
い
時
に
は
取
れ
る
が
、
少
な
い
時
に

は
取
れ
な
い
の
が
量
水
水
利
権
。
許
可

水
利
権
、
慣
行
水
利
権
と
言
、
つ
分
け
方

も
あ
る
。
中
予
の
場
合
は
、
水
利
権
と

し
て
は
許
可
水
利
権
で
あ
り
、
安
定
水

利
権
と
な
る
。

Q
-
河
川
の
状
態
は
、
年
々
悪
く
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
、
一
極
集
中
す
る
よ
う

な
こ
と
で
中
予
へ
分
水
す
る
の
か
。
分

散
型
の
政
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
a
広
域
行
政
と
し
て
は
、
中
予
も

肱
川
流
域
も
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
建
設
省
は
、
河
川
を
管
理
す
る

立
場
で
あ
り
、
沼
市
の
方
で
は
、
流
域
周

辺
を
拠
点
都
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

。
・
伏
流
水
と
地
下
水
の
相
違
は
つ

A
-
河
川
の
中
を
流
れ
て
い
る
水
と

同
じ
よ
う
な
状
況
で
連
動
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
を
伏
流
水
と
言
っ
て
い
る
。

河
川
の
中
を
流
れ
て
い
る
水
と
同
じ
よ

う
な
考
え
方
で
水
利
権
の
対
象
と
な
る

の
が
伏
流
水
で
あ
る
。

G
-
分
水
後
の
水
利
権
の
取
得
に
は
、

松
山
市
等
の
同
意
が
必
要
で
は
な
い
か
。

水
利
権
を
許
可
す
る
の
は
管
理
者
で
あ

り
、
管
理
者
が
認
め
れ
ば
水
利
権
の
移

動
は
可
能
か
。

A
-
水
利
権
を
与
え
る
時
に
は
、
他

に
迷
惑
を
か
け
な
い
。
河
川
に
必
要
な

流
量
を
確
保
す
る
と
言
、
つ
の
が
大
原
別

で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
施
設
を
造
っ

て
行
う
の
で
、
水
利
権
の
許
可
に
流
域

の
同
意
は
必
要
な
い
。
分
水
に
つ
い
て

も
、
一
方
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
こ

と
の
な
い
よ
う
、
不
足
す
る
も
の
を
補

い
合
い
な
が
ら
地
域
と
し
て
良
く
な
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

Q
-
長
浜
町
に
水
が
不
足
す
る
場
合
、

工
業
用
水
の
カ
ッ
ト
を
確
約
す
る
よ
う

な
話
は
で
き
な
い
の
か
。

A
-
分
水
で
は
、
流
域
に
迷
惑
を
か

け
な
い
の
が
前
提
で
あ
り
、
山
鳥
坂
ダ

ム
は
鹿
野
川
ダ
ム
や
野
村
ダ
ム
に
は
な

い
維
持
流
量
の
容
量
が
あ
り
、
安
定
的 活発な質疑応答が行われた勉強会

に
取
水
で
き
る
と
言
う
こ
と
で
計
画
を

進
め
て
い
る
の
で
理
解
し
て
欲
し
い
。

Q
-
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
は
、
渡
川
分

水
失
敗
の
ツ
ケ
で
あ
り
、
長
浜
町
と
し

て
は
危
倶
の
念
が
大
き
い
の
で
、
こ
の

ダ
ム
を
有
人
に
し
て
、
常
に
満
杯
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
-
洪
水
調
節
の
部
分
の
み
無
人
で
、

当
然
、
人
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
操

作
と
な
る
。
山
鳥
坂
ダ
ム
は
自
然
調
節

方
式
の
ダ
ム
で
、
ゲ
ー
ト
操
作
の
ダ
ム

よ
り
も
効
率
は
悪
い
が
、
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
も
穴
空
き
の
ダ
ム
に
し
た
方
が

良
い
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

Q

・
ダ
ム
の
水
質
の
保
全
の
た
め
の

施
設
が
必
要
で
あ
る
が
、
底
水
は
完
全

に
抜
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

A
・
富
栄
養
化
は
生
じ
な
い
。
ま
た
、

選
択
取
水
を
す
る
。
選
択
取
水
に
よ
り
、

ど
う
い
う
場
所
か
ら
で
も
水
が
取
れ
る

も
の
と
し
て
進
め
て
お
り
、
夏
場
に
は
、

底
水
が
腐
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
考
え

る。
Q

・
河
辺
川
で
水
が
溜
る
事
は
考
え

ら
れ
な
い
。
山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
中
予
分

水
の
水
を
何
日
放
流
し
続
け
る
こ
と
が

可
能
か
。
A
-
約
五
十
日
分
の
容
量
で
、
十
年

に
一
回
の
渇
水
に
対
応
す
る
。

Q

園
山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
長
浜
町
が
同

意
し
な
け
れ
ば
本
当
に
で
き
な
い
の
か
。

A
-
同
意
を
必
要
と
す
る
行
為
は
必
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要
で
な
い
。
理
解
を
し
て
も
ら
う
た
め
、

懸
念
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
、
話
し
合

い
を
持
た
せ
て
欲
し
い
。
同
意
書
を
取

る
か
ど
う
か
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
総

合
的
に
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

Q

・
長
浜
町
の
水
の
状
況
は
変
化
し

て
い
る
。
分
水
に
つ
い
て
非
常
に
心
配

し
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
発
表

し
、
不
安
を
払
拭
し
て
欲
し
い
。

A

・
自
分
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
県
本
山
事
項
と
の
接
点
を
見
い

出
し
、
ど
ん
な
調
査
を
す
れ
ば
良
い
か

詰
め
た
い
。
デ
ー
タ
を
出
し
て
話
し
合

い
た
い
。

Q

・
分
水
の
計
画
に
つ
い
て
、
分
か

ーダム建設@分水問題の主な経過一回『
県議会水資源対策特別委員会が高知県に渡}11 
分水申し入れを決定

勉強会

S48. 

県議会水資源対策特別委員会が高知県と渡川
分水で初交渉

5 S49. 

高知県知事が ii度川の愛媛分水は肱川に余力
があるので考えていない」と強調

県議会で知事が「肱川流域の河辺川ダム建設
による取水」を表明

7 

9 

S 53. 

S57. 

り
易
く
説
明
で
き
な
い
の
か
。

A
-
概
略
は
聞
い
て
い
る
が
、
分
水

事
業
者
の
計
画
で
あ
り
、
権
限
を
越
え

た
も
の
と
な
る
の
で
お
話
で
き
な
い
。

説
明
が
で
き
る
よ
う
連
絡
調
整
を
し
て

お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
ダ
ム
建
設
計
画
、
水
利
用
、

懸
念
さ
れ
る
自
然
環
境
等
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と

り
が
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
肱

川
の
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す。

町議会に河辺川夕、ム調査対策特別委員会設置

中
予
広
士或

童
肱川流域 1市 5町村で河辺川ダム対策市町村 l金と
連絡協議会設立 1業

団

十公
山
市

河辺川ダム建設推進協議会(松山市外 2市 5
町)より建設推進の協力要請

3 S59. 

県議会の質問で知事が「中予地区への分水取
水地点は八多喜の石橋地点を予定」と表明

7 S60 

松山市などで組織する河辺川ダム建設推進協
議会が同や県などに陳情を行う

S 60. 10 

S 60. 10 

5 S61 

伊
予
市
、
北
条
市
、
重
信
町
、
川
内
町
、

松
前
町
、
砥
部
町
及
び
双
海
町
の
三
市

五
町
が
、
水
道
用
水
供
給
事
業
の
経
営

に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
し
て
い
る

組
織
。義務
放
流
量
・
・
・
利
水
地
点
の
下
流
に

あ
る
利
水
や
景
観
の
維
持
等
に
支
障
を

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
利
水
者

が
水
利
用
使
用
規
則
に
基
づ
き
、
必
要

な
流
量
を
取
水
施
設
、
ま
た
は
、
貯
水

池
か
ら
放
流
す
る
こ
と
。

堆
砂
容
量
・
:
ダ
ム
の
貯
水
池
に
お
い

て
、
上
流
か
ら
流
出
す
る
土
砂
の
堆
積

の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
確
保
さ
れ
る

容
量
を
い
う
。

水
利
権
・
・
・
河
川
の
流
水
を
占
有
す
る

町議会の河辺川ダム調査対策特別委員会が現
時点では多目的ダム建設の必要性はなく分水に
も反対である旨の中間報告を行った

S61園 12

町主催による第 1回河辺川夕、ム勉強会開催。
建設省、県が説明

S62司

建設省ダム建設予定地現地調査開始H 1. 12 

町主催による第 2回河辺川夕、ム勉強会開催H 2開

町内の各種団体等による河辺川夕、ム対策協議
会設立

町青年連絡協議会が建設省、県から夕、ム建設
の計画説明を受ける

6 

2 

H 2掴

H 3. 

権
利
で
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

①
成
立
の
由
来
に
よ
る
分
類
・
・
・
許
可

水
利
権
、
慣
行
水
利
権
。
②
使
用
目
的

に
よ
る
分
類
:
・
か
ん
が
い
用
水
利
権
、

水
力
発
電
用
水
利
権
、
水
道
用
水
利
権
、

工
業
用
水
利
権
。
③
権
利
の
安
定
性
に

よ
る
分
類
・
:
安
定
水
利
権
、
豊
水
水
利

権
、
暫
定
水
利
権
。

伏
流
水
:
・
河
川
の
流
水
の
う
ち
、
地

下
の
流
床
を
流
れ
る
水
の
こ
と
を
い
う
。

維
持
流
量
・
・
・
河
川
の
適
正
な
利
用
及

ぴ
河
川
の
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持

で
き
る
最
低
限
の
流
量
の
こ
と
。

自
然
調
節
方
式
ダ
ム
・
:
洪
水
調
節
用

の
水
門
(
ゲ
l
ト
)
が
な
く
、
放
流
孔

(
オ
リ
フ
イ
ス
)
を
設
け
て
、
洪
水
を

町漁協、肱川漁協、町柴耕地組合、河辺川ダ
ム建設反対を決議

肱川町長、河辺川ダム建設受け入れ表明

7 

3 

H 3司

H 4. 

肱川町、建設省、県、河辺JlIダム建設推進協
議会の間で建設覚書に調印
5 A

q
 
H
 

建設省河辺川ダム工事事務所を開設

町が河辺川タム工事事務所から夕、ム建設計画
の説明を受ける。 H4. 10とH5圃 7にも建設
省と県から夕、ム建設計画の説明を受ける

7 

B 

H 4. 

H 4. 

町の山鳥坂タム建設対策班員他が夕、ム計画に
ついて、建設省から説明を受け質疑を行う

H 5. 11 

自
然
に
調
節
す
る
も
の
で
愛
媛
県
の
台

ダ
ム
な
ど
が
こ
の
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

選
択
取
水
施
設
R--
貯
水
池
等
に
お
け

る
取
水
に
つ
い
て
、
水
位
の
変
動
に
伴

い
、
取
水
口
の
位
置
も
上
下
し
、
一
{
疋

の
水
深
の
範
囲
内
で
ど
の
部
分
に
お
い

て
も
取
水
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る

施
設
を
い
う
。
洪
水
後
の
貯
水
池
か
ら

の
濁
水
の
放
流
を
防
止
、
抑
制
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
。

ゲ
i
ト
調
節
方
式
ダ
ム
・
・
・
洪
水
調
節

用
の
水
門
を
設
け
、
水
門
を
調
節
す
る

こ
と
に
よ
り
、
洪
水
を
調
節
す
る
も
の

の
で
、
野
村
ダ
ム
、
石
手
川
ダ
ム
、
高

知
県
の
大
渡
ダ
ム
な
ど
が
こ
の
方
式
の

ダ
ム
で
あ
る
。

町議会特別委員会で長浜町肱川問題対策協議
会の設立を検討

町肱川問題対策協議会の設立に町議会特別委
員全員が賛成

B H 6. 

長浜町肱川問題対策協議会設立

H 6圃 10

みんなで肱川を守る会設立2 

H 7. 

H 7. 

みんなで肱川を守る会に参加の 4議員が町議
会の山鳥坂ダム調査対策特別委員を辞任

町肱川問題対策協議会が建設省からタム計画
の説明会を受ける

‘圃園周囲圃圃園圃・開祖・園_-園周瞳園周且四・・圃園姐園・ E 圃園田園'圃園田園固圃 E 園"圃・圃・_- _圃圃 E 困_-'

2 

3 

H 7. 

H 7. 
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今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
水
源
地

域
の
肱
川
町
で
は
、
ダ
ム
建
設
の
受
入

を
表
明
さ
れ
、
覚
え
書
き
を
交
換
さ
れ

て
お
り
ま
す
し
、
現
在
、
山
鳥
坂
ダ
ム

工
事
事
務
所
も
設
置
さ
れ
、
既
に
ダ
ム

基
本
計
画
も
公
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
見
て
み
ま

す
と
、
建
設
省
、
愛
媛
県
、
松
山
市
外

二
市
五
町
で
は
、
着
々
と
ダ
ム
建
設
・

分
水
に
向
け
て
そ
の
作
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
様
も
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
悠
久
の
歴
史
を
培

い
流
域
住
民
と
と
も
に
文
化
を
つ
く
り

あ
げ
、
生
活
の
基
盤
を
形
成
し
て
参
り

ま
し
た
こ
の
「
肱
川
」
は
、
公
の
も
の

で
あ
り
、
長
浜
町
や
大
洲
市
ば
か
り
の

も
の
で
は
な
い
事
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
が
、
我
々
は
先
祖
代
々
か

ら
現
実
に
こ
の
町
に
生
活
し

て
お
り
、
こ
の
川
と
と
も
に

生
き
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
肱
川
の
水
は
公
水

と
し
て
、
確
か
に
建
設
省
に

お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
便
利
の

良
い
と
こ
ろ
で
生
活
を
し
て

水
が
不
足
す
る
か
ら
ダ
ム
を

造
り
、
圏
域
と
は
関
係
の
な

い
地
域
か
ら
水
を
取
る
と
い

う
理
論
は
、
果
た
し
て
正
論

で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ず
に
は
お
ら
れ
ず
、

こ
の
対
応
い
か
ん
が
五
十
年
、
百
年
先

の
長
浜
町
づ
く
り
を
大
き
く
左
右
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
、
こ
の
協
議
会
を
通
じ
て
勉

強
を
重
ね
て
参
り
ま
す
が
、
は

っ
き
り

と
申
し
上
げ
、
専
門
集
団
で
も
な
け
れ

ば
、
河
川
の
知
識
も
な
い
全
く
の
素
人

集
団
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、

一
つ
ひ
と
つ
理
解
を
深
め
、

そ
し
て
、
こ
の
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題

が
当
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
の
調
査
、
研
究
、
勉
強
を
行
い
、

生
き
た
行
政
を
推
進
し
て
頂
く
た
め
の

基
本
と
す
る
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
上
田
町
長
に
お
い
て
は
、

「
懸
念
事
項
が
払
拭
さ
れ
な
い
限
り
反

重
大
さ
を
取
組

備)岸本印刷

こ
の
度
の
「
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策

協
議
会
」
の
設
立
に
あ
た
り
、
私
事
、

大
変
微
力
な
が
ら
皆
様
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
こ
の
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
当
に
こ
の
難

し
い
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
の
考
え
な
ど
を
お
聞
き
す
る
と
き
、

事
の
重
大
さ
を
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
協
議
会
の
設
立
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
議
会
は
も
と
よ
り
、
関

係
の
皆
様
の
総
意
の
中
で
方
向
付
け
が

さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、

ま
た
、
町
内
の
動
向
で
も
お
分
か
り
の

よ
う
に
、
何
か
町
を
二
分
す
る
か
の
よ

う
な
感
じ
に
さ
え
受
け
取
れ
る
状
況
が
、

設
立
直
後
か
ら
生
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
達
も
こ
の
事
を

真
撃
に
受
け
止
め
、
町
民
の
皆
様
が
切

望
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
議
会
の

一
本
化
」

「
町
政
の
正
常
化
」
を
念
頭
に
、
こ
の

問
題
を

一
歩
一
歩
、
真
面
目
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
ダ
ム
問
題
は
、
昭
和
五

十
九
年
頃
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
、

印刷平成 7年 5月30日発行

対
で
あ
る
。」
と
一言
わ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
私
も
同
様
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
そ
こ
に
水
が
あ
る
か
ら
取
る
と
い
う

よ
う
な
安
易
な
考
え
方
と
説
明
」
で
は
、

解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
園
、
県
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ

ん
に
説
明
を
求
め
な
が
ら
、
水
の
大
切

さ
、
水
に
起
因
す
る
事
の
重
大
さ
を
理

解
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
と
し
て
、

ま
た
、
長
浜
町
民
と
し
て
恥
ず
か
し
く

な
い
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
達
は
、
牛
歩
の

如
く
し
か
進
ま
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
本
当
に

一
歩

一
歩
、
真
面
目
に
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

を
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

山鳥坂ダム建設予定地(肱川町大字山鳥坂)

ダムの堰堤(堤高は120m)が建設予定される京造地区

平成 7年特集号広報ながはま


